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LED-Camp9開催概要

❖目的：次世代の組込み技術者の育成

❖参加対象：組込みシステム分野の若手・初学者

➢ 社会人：若手技術者の方

➢ 大学生：学部生～修士学生相当

➢ 先進的な開発技術に興味のある方

➢ 組込み技術者のネットワークを形成したい方

➢ チーム開発やプロジェクトマネジメントに興味のある方

❖実施形態：連続3日間の短期集中形式

➢ オンライン開催

➢ 2021年8月30日(月)~9月1日(水)
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とは？

LED点滅制御処理

Learning Embedded software Development 

組込み版 “Hello World!”



LED-Camp9の教育目標
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❖組込みシステムの開発技術を習得する

➢ UMLを用いたモデル駆動開発

➢ アジャイル開発手法（スクラムフレームワーク）

❖チーム開発を円滑にするコミュニケーション技術を習得する

➢ 目標に向けた合意形成

➢ メンバーの考えを引き出す話し方・聴き方

➢ チーム状況を適切に把握するフォローアップ



カリキュラムの狙い

❖モデル駆動開発とアジャイル開発を，体験しながら学ぶ

➢ 大規模なソフトウェアを短期間で開発するために注目されている
2つの開発手法について学ぶ

➢ 開発実習で実践し，深い理解を得る

❖オンラインでの適切なコミュニケーション技術を学ぶ

➢ チーム開発実習を通じ，メンバーが同じ目標に向かって進むために
何が必要か・何が肝心かを学ぶ

➢ 従来とは異なる，オンラインツールを用いたコミュニケーションが
どういうものかを体験し，理解する
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Camp9タイムテーブル
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①オンラインコミュニケーション

❖オンラインコミュニケーションの特徴を体験的に学ぶ

❖後の開発実習に生かすための，円滑なコミュニケーションの

手法について考える

いいやり方・悪いやり方に沿った
オンラインコミュニケーションの

体験と考察
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②チームビルディングと合意形成

❖参加者同士で議論してチーム分けを決めることにより

パフォーマンスの良いチームの作り方について考える

チーム分けのやり方を
アイデア出し＆議論
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③みんなでScrum！！

❖アジャイルソフトウェア開発フレームワークである

Scrumについて，基礎を学ぶ

❖演習内でScrumフレームワークを用いることにより，

理解を深めるとともにチーム開発実習の基礎を作る
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授業風景



④モデル駆動開発

❖モデル駆動開発（Model Driven Development）の基礎を学ぶ

❖開発実習に必要なツールを用いたMDD演習を行い，

理解を深めるとともに実習での開発手順に慣れる
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演習
（扇風機の振る舞いを

ステートマシン図で表現）



⑤チーム開発実習（説明１）

❖座学・演習で学んだ知識を実践し，さらに理解を深める

❖チームで議論しながら開発することにより，組込み開発および

オンラインでのチーム開発について，気づきを獲得する
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競技ルールを基に
作戦を議論中



⑤チーム開発実習（説明２）

❖ 1スプリント2時間 × 4 = 8時間の開発期間

❖スプリント毎にチームで振り返りを実施・意見を全体で共有

❖成果物として，制御プログラムのモデルを提出
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シミュレータ上で
振舞を確認

開発であった
K（よかったこと）
P（問題だったこと）
T（次からやってみること
をふりかえりで全体共有



⑥成果報告会（プレゼンテーション）

❖競技会に向けた戦略や，実習中で得た学び等を整理する

❖成果をプレゼンすることにより，伝え方の工夫を学ぶ．また，

各チームが得られた情報を他チームと共有し，学びを深める．
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⑥成果報告会（競技会）

❖チーム開発実習の成果物を実行する

❖ f競技会での実行結果を共有し議論することで，組込みなどの

システム開発についての学びを獲得する
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参加者作成のコードを
実行委員PCで実行
全員で動きを見守ってます



過去(Camp7)の実習での開発フロー

モデル設計（UML図）

実行ファイル

コ
ー
ド
生
成

C++

制御コード

ビ
ル
ド

.a

実行！

参加者PC

Tank上RasPi
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実行結果
フィードバック

実行結果

m2tプラグイン
＋内製テンプレート
による
モデル→コード変換

！



Camp7（オンサイト開催）実習での開発フロー

モデル設計（UML図）

実行ファイル

コ
ー
ド
生
成

C++

制御コード

ビ
ル
ド

.exe

実行！

参加者PC
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実行結果
フィードバック

実行結果

m2tプラグイン
＋内製テンプレート
による
モデル→コード変換

！



過去(Camp7)の実習でのLED-Tank構成

測距センサ
VL53L0X ToF型

レーザーセンサー

カラーセンサ
BH1745(底面)

ラインセンサ
内製フォトセンサ基板

内製拡張基板
モータドライバ DRV8835

各センサ接続

制御コンピュータ
Raspberry Pi Model 3 B

Raspbian OS

内製キャタピラ台車
タミヤのキャタピラキット
＋内製（3Dプリンタ出力）部品
＋モバイルバッテリー

内製エンコーダ基板
DCモータ
＋ロータリーエンコーダー
(LBT-131フォトインタラプタ使用)
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Camp9（オフライン開催）実習でのLED-Tank構成

測距センサ
DistanceSensor

(Laser)

カラーセンサ
Camera

ラインセンサ
DistanceSensor(IR)

内製3Dモデル
Fusion360で作成
3Dプリント用データを一部使用

モータ回転角センサ
Motor
+PositionSensor
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Camp9での開発環境

❖ロボットシミュレータ

➢ Webots （R021b）

❖モデリングツール

➢ astah* Professional (参加者には半年間ライセンス配布)

➢ astah* m2t プラグイン
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競技会

制限時間（2分）以内に円柱を得点エリアに

押し出し，より多くの得点を獲得する

ルール詳細

• 開発したプログラムでLED-Tankを制御し，

コースに配置されたブロック（円柱）を押し出す

（ただし，ブロック配置および開始地点は非公開）

• 得点エリア（黒色領域）は，隣接する色により

得られる得点が異なる

（緑：３点 赤：１点 白：０点）
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競技結果

❖どのチームも高い得点を獲得！
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集合写真
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参加者の分布

23

65

学生 社会人

参加費
学生： ¥3,000 

社会人：¥14,000

★参加者総数：11名
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経験年数

未経験(学生含む) ～1年 ～2年 ～3年 ～4年 ～10年



参加者の声（１）

❖ スクラム開発，MDD等について今後さらに学ぶための大きなきっかけとな

りました．ありがとうございました．

❖あまり長くはなかったですが、ほかのチームの方とも交流できたのはよか

ったです

❖ オンラインでのコミュニケーションや、チーム開発には最初とても不安が

ありましたが、楽しく実習を進めることができました。 貴重な経験ができ

る機会を用意していただき、ありがとうございました。
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参加者の声（２）

❖ 最初は、オンラインでチーム開発ということもあり、不安が大きかったが、

最終的に、チームのサポートもあり、気軽に相談することができて、開発

に楽しむことができた。 クラス図やスタートマシン図は、学校の実験で作

成したことはあるが、図を使って組込みをしたことがなかったので、動く

ものを操作することができて、楽しかった。

❖見知らぬ人どうしでもとても楽しむことができました。大変貴重な経験が

できたとも思います。ありがとうございました！

❖ もっと開発を作りこむ時間が欲しかったな、と思うぐらい熱中できました。

25



主催：LED-Camp実行委員会

・岩永 知裕 （チェンジビジョン）

・大栄 豊 （オーバス（デンソー） ）

・桐畑 鷹輔 （島津エス・ディー）

・中野 和香子（日立製作所）

・浜名 将輝 （ゆめみ）

・山科 和史（日立製作所）

・山本 健太 （デンソークリエイト）

・祐源 英俊 （オムロン）
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共催

❖一般社団法人 情報処理学会 組込みシステム研究会(SIGEMB)

❖ NPO法人 TOPPERSプロジェクト

❖ NPO法人 組込みソフトウェア管理者・技術者育成研究会

(SESSAME)

❖組込みシステム開発技術研究会(CEST)
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http://www.sigemb.jp/
http://www.toppers.jp/
http://www.sessame.jp/
http://www.ertl.jp/CEST/


共催

❖ 一般社団法人 情報処理学会 システムとLSIの設計技術研究会(SLDM)

❖ システム開発文書品質研究会（ASDoQ）

❖ ソフトウェア技術者協会（SEA）

❖ 車載組込みシステムフォーラム(ASIF)

❖ 一般社団法人 組込みシステム技術協会(JASA)

❖ 一般社団法人 電子情報通信学会

❖ NPO法人 ソフトウェアテスト技術振興協会(ASTER)

❖ 一般財団法人 日本科学技術連盟

❖ 派生開発推進協議会(AFFORDD)

❖ NPO法人 軽量Rubyフォーラム
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http://www.sig-sldm.org/
http://asdoq.jp/
http://sea.jp/
http://www.as-if.jp/
http://www.jasa.or.jp/
http://www.ieice.org/jpn/index.html
http://aster.or.jp/
http://www.juse.or.jp/
http://affordd.jp/
http://forum.mruby.org/


協力コミュニティ

❖ NervesJP

❖ IoT ALGYAN (あるじゃん)
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https://nerves-jp.connpass.com/
https://algyan.connpass.com/


協賛企業（口数順・申込順）

❖ 株式会社アルファプロジェクト

❖ STマイクロエレクトロニクス株式会社

❖ アイシン・ソフトウェア株式会社

❖ 株式会社ティアフォー

❖ 株式会社永和システムマネジメント

❖ エプソンアヴァシス株式会社

❖ APTJ株式会社

❖ 京都マイクロコンピュータ株式会社

❖ 株式会社チェンジビジョン

❖ 東海ソフト株式会社

30

http://www.apnet.co.jp/
https://www.st.com/content/st_com/ja.html
https://www.aisin.co.jp/group/aisin-software/
https://www.tier4.jp/
https://www.esm.co.jp/
http://avasys.jp/
http://www.aptj.co.jp/
http://www.kmckk.co.jp/
https://www.change-vision.com/
http://www.tokai-soft.co.jp/


EOF
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